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富山湾におけるアオリイカの漁獲実態

林清志＊

(2002年７月12日受理）

RecentTrendinOvalSquid,Sepわゎu坊ｊｓﾉesso"ﾉa"ａ，FisheryinmyamaBay，
●

ＪａＰａｎＳｅａ

SeishiHAYASHI＊

Theovalsquid，Sepjora"ｈｉｓノesso"iα"ａ（Lesson，1830)，isoneoftheimportantspeciesfbr

fisheriesinTbyamaPrefecture､ＴｈｅｌａｎｄｉｎｇｏｆｏｖａｌｓｑｕｉｄｉｎＴｂｙａｍａＰrefecturerangedfiFoml7

tons/year(inl996)ｔｏ４３９（ｉｎ2000).MainfishingseasonfbrovalsquidinTbyamaBayisinthe

autumn,duringSeptembertoDecember・Ratiooflandingｓｂｙｓｅｔｎｅｔｓｔｏｔｈｅｔｏｔａｌｌａｎｄｉｎｇｓｉｓ９９．２

％,thosebylifmetsO､５％andbytrollingandgill-nets,０．３％､Therearetwopeaksoflandingsof

ovａｌｓｑｕｉｄｉｎａｙｅａｎＴｈｅｆｉｒｓｔｐｅａｋｏｃｃｕrｓｆｒｏｍＭａｙｔｏＪｕｎｅandthesecondfioomOctoberto

November・Thefirstconsistsofadultsquidsandthesecondofjuvenilesreproducedfromthefirst，

TheyearlandingiscloselyrelatedtothemeanwatertemperaturedurinｇＭａｙｔｏＮｏｖｅｍｂｅｒ，

Mantlelengthsofthesquidsfbrautumninl992withhighwatertemperaturewerelargerthan

thoselandedinl993withlowtemperature．

Keywords:ovalsquid,Sepjorα"ｈｉｓﾉesso"iα"α,fishingseason,setnet,ＴｂｙａｍａＢａｙ

アオリイカsepiore"r姉ﾉesso"jα"αは，北海道南部以南の日本沿岸に分布し，富山湾では主に秋

季に定置網などで漁獲される重要な漁業資源の一つである。アオリイカの生態に関する研究は比

較的多く行われており，卵内発生，ふ化仔稚およびその成長などについて，山本（1943)，崖･大

島（1961)，土屋（1982)，Segawa（1987,1990,1991)，Segawaeraﾉ．（1993）などが報告してい

る。成長と寿命については，村上・真道（1949）や上田・城（1989）などが調べ，約１年の寿命

であること，産卵期については，窪・大島（1961)，内野（1978)，道津ら（1981)，土屋（1981)，

鈴木ら（1983)，Segawa（1987)，上田・城（1989)，上田ら（1992,1995）および上田・瀬川

（1995）が報告し，九州以北では４～９月であることが知られている。しかし，日本海における

アオリイカの漁獲実態に関する報告は少なく，異儀田（1991）および金丸（1997）の九州北西部

海域や，内野（1978)，鈴木ら（1983）およびMunekiyoandKawagishi（1993）の若狭湾からの知

見があるに過ぎない。そこで，若狭湾より北部に位置する富山湾におけるアオリイカの漁獲実態

を明らかにし，他の海域で得られている知見と比較検討したので報告する。

*常山県水産試験場(ToyamaPrefecIuralFisheriesResearchInslilule,Namerikawa,Toyama,936-8536,Japan）
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材料と方法

漁獲統計富山県のアオリイカの漁獲量については，1978年１月から2001年３月まで，富山県

水産試験場が日別に，氷見，新湊，四方，岩瀬，水橋町，滑川，魚津，経田および黒部の９市場

(Fig.１）から収集した資料を使用した。
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Fig.１StudysitearoundTbyamaBayandNotoPeninsula．

富山湾周辺海域におけるアオリイカの産卵状況と石川県の漁獲量を調べるた

め，1992年５月に富山県内の21の漁業協同組合と31の定置網漁業者，石川県内の43の漁業協同組

合にアンケート調査を実施した。調査内容は，全てにアオリイカの卵嚢塊（天然海域で撮影され

た卵嚢塊の写真を同封）を見たことがあるかないかとの質問を行ったほか，石川県の漁業協同組

合には，1991年の月別のアオリイカ漁獲量を訊いた。

生物測定1991年５月～1992年１月，1992年９～12月および'993年９～12月に，氷見市場にお

いて，外套背長を測定した。また'991年５～６月と１０～１１月には，氷見市場に水揚げされたアオ

リイカの一部を購入し，実験室に持ち帰ってから外套背長と生殖腺（卵巣または精巣）重量を測

定した。それらの値から生殖腺熱度指数（Gonadosomaticindex:GI）を次式により算出した。

ＧＩ＝ＧＷ／ＭＬ３×１０７
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ただし，ＧＷ（Gonadweight）は生殖腺重量（９）を，ＭＬ（Mantlelength）は外套背長（、）を
示す。
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Fig.２Stationplanfbrwatertemperatu１℃measur℃mentinTbyamaBay．

Ｓt“indicatestationsinmainfishinggroundofovalsqiud．

富山湾と富山湾西部漁場における水温測定Uetaeraﾉ．（1999）は，徳島県沿岸域における水

温とアオリイカの漁獲量の関係を調べ，沿岸域の水深１０ｍの４～９月の平均水温と年漁獲量の間

に高い相関のあることを報告している。そこで，富山県水産試験場が1978～2000年に富山湾内１７

定点（Fig.2）において，漁獲が始まる５月から月別漁獲量が最も大きくなる11月まで，原則とし

て，月の上旬に測定した水深１０ｍの水温を使用し，富山湾の水温と漁獲量の関係を調べた。水温

は，富山県漁業指導調査船「立山丸」（総トン数156.38トン）を用いて，ＣＴＤ（1998年１０月までは

NielBrown社製ＭｋⅢＢ，それ以降はＳＥＡＢＩＲＤ社製SEB911plus）で測定されたもので，これら

17定点の平均水温を求めた。なお，1981年の７月と1984年の８月，1982年および'983年の７月と

８月は観測が実施されなかった。この時期は，いずれも水温上昇期であることから，それぞれの

年で欠測前後の月の水温測定値から比例配分により，欠測月の水温を推定し，それらの値を使用

した。
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また，富山県西部の氷見市と高岡市地先の２定点（Fig.2）において，1991年４月から1994年１

月までの間に49回，表面と水深１０ｍの水温を測定した。これらは，１７定点の観測と同様に立山丸

を使用して，水深10ｍはＣＴＤで，表面水温は採水バケツで採水した後，棒状温度計で測定した。

結果

富山県における漁獲量1978～2000年の富山県におけるアオリイカの年別漁獲量は，１７（1996

年）トンから439（2000年）トンの間で大きく変動し，1996年以降は年々 増加した（Fig.3)。
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、

1978～2000年までの月別平均漁獲量は，０（３月）トンと１１１（１１月）トンの間で変動しており，

８月から漁獲量が増え，１０月に７６トンと増加し，１１月にピークをむかえた後１２月に急激に減少し

た（Fig.4)。４～７月にかけては平均で，ｌ～35kgの漁獲量となっていた。
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時期別の漁獲量を詳細にみるために，1991年4月から2001年3月までの旬別漁獲量を Table1に

示した。月別平均漁獲量でみると各年とも11月の漁獲量が最も多く，旬別漁獲量のピークも，1991

年の10月下旬を除き，全ての年で11月に認められた。これら秋期の漁獲量のピークのほかに，年

によってはみられない場合もあるが， 5---7月にかけて， 1 ---549kgとわずかな量のピークが認

められた。

Table 1. Landings(kg) of oval squid in Toyama Prefecture from April 1991 to March 2001. 
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1６

1978～2000年の平均値で，アオリイカの漁独並を漁業種類別にみると（Fig5)，９９．２％が定置

網で漁独されており，その他はわずかに八そう張り網（0.5％)，刺し網および釣り（0.3％）で漁

獲されていた。

富山県における地区別の漁獲割合（1985～2000年の平均値）をみると（Fig.6)，氷見地区で全

体の47.1％が水揚げされており，その他では新湊地区で21.7％，黒部地区で１２．２％となっていたｃ

富山湾沿岸の中央部付近に位置する水橋地区の割合が最も小さく（0.3％)，東西に向かうにした

がって，その割合が増加しているが，東部より西部の方の割合が大きかった。

trollingandgill-
net

O､3％

ｌｉｆｔｎｅｔ

5０

～

崖崖
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IandingareasofHimi,Shinminato,Ybkata,Iwase,Mizuhashi,ＮａｍｅI･ikawa，

アンケート調査から得た石川県の漁獲量アンケート川紙を送付した石川県内の43の漁業協同

組合のうち，回答を得られたのは13の漁業協同組合であった。この内で1991年のアオリイカ漁獲
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3８

２８

８６

1７

量の記入があったのは，加貿市，金沢港，大''1奇，志賀町，西浦，狼煙，寺家，珠洲中央，宝立町，

能都町および七尾西湾の11の漁業協同組合（Fig.1）であった（Thble2)。

Table２.Monthlylandings(kg)ofovalsquidinlshikawaPre化c【ureinl99L

２０

９２

３２

１，１００

７

４

Area、MonlhJan・ Feb．Mal：ApI．．ＭａｙＪｕｎｅＪｕｌｙＡｕｇ．Sep．０ct．Nov．Ｄｅｃ

４

６８

１，２３Ｃ

２
４

７５４

３５３

４
９
０
３
１

４
１
０２

１１

２０

１０

Kagashi

Kanazawakou

Ohsaki

Shikamachi

NiShiura

Noroshi

Jike

Suzutyuou

Houryumachi

Notomachi

Nanaonishiwan

１

２ ４ ９

１０

8１ ０
０
８
０
２
７

４
１
６
６
８

４

１

４２

１．７７７

１６

5６１７

３３

２５０

２７４

４００

７，６５０

７

１０Ｃ

ｌ６

283

8,55Ｃ

林：アオリイカの漁獲実態

５
８
７

１

□FemaIe(N=61）

■Ｍａｌｅ（N=41）

zl5XO

３６

４７０

１９

１５０ 6ｍ

Ｉ

七尾両湾漁業協同組合を除き，全ての漁業協同組合でアオリイカの漁獲がみられた。富山県で

漁獲量のピークが認められた春期（５～７月）と秋期（９～12川に分けてみると，能登半島の

先端部にある狼煙漁業協同組合より西側にある加賀市から西浦漁業協同組合では，春期の漁獲量

が秋期のそれ以上であったが，狼煙漁業協同組合から能都町漁業協同組合までは，富'１１県と同様

に，秋期の漁獲域が春期のそれを上I1lIっていた。また，1991年の樹山県全体の春期の漁獲量は，

能登半島の西側に位置する西浦漁業協同組合の漁獲量より小さかった。

春期に漁獲されたアオリイカの外套背長組成富山県における漁獲量のピークは，秋期のそれ

に比較するとかなり小さいが春期にも認められた｡そこで,春期のピークに該当する1991年５～８
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Ｓ､，

月の氷見市場に水揚げされたアオリイカの外套背長を雌雄別に調べた（Fig.7)。測定尾数は雌雄

ともそれぞれ61,41尾と少ないが，外套背長組成には〆雌では24cmと28cmに，雄では26cmと32ｃｍ

に峰がみられた。雌雄の外套背長の大小それぞれの峰は，いずれも雄の方が大きく，外套背長３１

cm以上の雌の個体は認められず，雄の最大個体の外套背長は42cmであった。

秋期に漁獲されたアオリイカの外套背長組成秋期に該当する1991年９月～1992年１月，１９９２

年９～12月および1993年９～12月の氷見市場に水揚げされたアオリイカの旬別外套背長組成を

Fig.8に示した。

市場では外套背長のみを測定したので，外套背長組成を雌雄に分けることはできなかった。し

かし，Tnble3に示すように，1991年のlO～１１月に漁獲されたアオリイカの平均外套背長が，雌雄

でそれぞれ13.6cmと14.2cmと大きな差はみられないこと，Fig.8に示した各旬別外套背長の最大の

モードが17cmであり，春期の雌のモードである24cmよりかなり小さいことから考えると，この時

期における雌雄の大きさの差は小さいものと判断した。

1991年９月上旬の外套背長のモードは６cmで，以後，１０月上旬の12cmまで徐々に大きくなった。

１１月上旬には１３cm，１２月中旬には１４cmとさらに大きくなったが，１２月下旬には13cmとやや小さく

なった。９月下旬から１２月下旬の間では外套背長組成にしばしば複数の峰が認められ,９月下旬と

10月上旬はそれぞれモードより小さい８cmと９cmに，１０月中旬と下旬および'１月下旬はモードよ

り大きい１４～１６cmに峰がみられた。また'２月中旬はモードより小さい１１cmに峰がみられた。

1992年９月上旬の外套背長のモードは９cmで，以後，１０月下旬の17cmまで徐々に大きくなった

が,１１月中旬のそれは１１cmとかなり小さくなった｡以後,11月下旬と12月上旬のそれらは１３cmで,１１

月中旬よりやや大きかった。モードが前旬より，かなり小さくなった１１月中旬の外套背長組成に

は，５つの峰が認められた。

1993年９月中旬の外套背長のモードは７cmで，以後やや大きくなる傾向を示しながら，１２月上

旬には14cmに達したが,１２月中旬には１２cmと小さくなった。外套背長組成が多峰型を示した１２月

上旬には４つの峰がみられた。

1991～1993年の同時期の外套背長組成を比較すると，１１月中旬（1992年にモードが前旬より，

かなり小さくなった｡）より早い時期では，1992年のモード（９～１７cm）が最も大きく，1993年の

それら（７～９cm）が最も小さかった。１１月中旬以降，各年の外套背長のモードは，1991年が１３

～15cm，1992年が１１～１３cm，1993年が１０～１４cmで，それより早い時期の各年の差より，その差は

小さかった。

漁獲されたアオリイカの生殖腺熟度指数漁獲量でみられた春期と秋期のピークに該当する

1991年５～６月と１０～１１月のアオリイカの生殖腺熟度指数をTable3に示した。５～６月の生殖腺

Table３．Gonadosomaticindex(ＧＩ)ofovalsquidinl991．
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熟度指数の平均値は，雌雄それぞれ20.66と3.72であった。測定時の観察では，雌の輸卵管内には

熟卵がみられ，雄の精莱嚢内には精莱が認められた。１０～１１月の生殖腺熟度指数の平均値は雌雄

とも0.74で，春期のそれらと比較すると明らかに小さく，測定時の観察においても熟卵や精莱は

認められなかった。

アンケート調査結果からみた能登半島西側海域と富山湾でのアオリイカの産卵状況アンケー

ト用紙を送付した富山県内の漁業協同組合と定置網漁業者から回答のあったのは，それぞれ６組

合と４団体であった。また先に述べたが，石川県内から回答のあったのは１３組合であった。これ

らのうち，アオリイカの卵嚢を見たことがあると回答があったのは，それぞれ２組合，０団体，

１組合であった。富山県内では，氷見市沖でテングサを採取中に発見したとの回答と，新湊市沖

でかつて見たことがあるとの回答であった。石川県内では，能登半島西側海域にある高浜漁業協

同組合から，水深５ｍ位に設置したサザエ刺し網に絡んだ藻についた卵を見たことがあるとの回

答があった。

富山湾の平均水温および富山湾西部漁場における水温の変動1978～2000年における富山湾の

水深１０ｍの５～11月の平均水温は，1993年の19.26℃から2000年の21.99℃の範囲で変動し，特に

1998～2000年の間は21℃を超え高く推移していた（Fig.9)。これらの年のほかに，水温が21℃を

超えたのは，1978年，1990年および1994年で，1998～2000年も含め，いずれの年も漁獲量は200ト

ンを超えていた（Fig.3)。また，水温が20℃を下回った年は，1980年，1988年，1991年，1992年

および最も低かった1993年で（Fig.9)，それらの年の漁獲量は1988年の203トンを除き，いずれの

年も200トンを下回っていた（Fig.3)。

高岡市沖のＳｔ.'の水温は，表面では1992年３月３日の8.4℃から同年９月１日の29.6℃の範囲で，

水深１０ｍでは1991年４月２日の10.12℃から1992年９月１日の25.75℃の範囲でそれぞれ周期的に

変動していた（Fig.10)。氷見市沖のSt2では，表面および水深１０ｍの水温とも最低が1991年の４

月２日のそれぞれ9.4℃，9.99℃で，最高が1992年９月１日のそれぞれ28.1℃，26.4℃であった

（Fig.10)。

1991～1993年のＳｔ.'およびSt､2の夏期の水温は，表面および水深10ｍとも1992年が最も高く，

次いで1991年で，1993年が最も低い傾向にあった。1992年と1993年の最低水温期間では，両年に

あまり大きな差はないが，1992年のＳｔ.'の表面水温の最低値は，1993年のそれと比べると1.5℃低

かった。

内野（1978）は，若狭湾西部海域において，アオリイカの姿が消える時期が12月上旬，親イカ

の出現開始時期が５月中旬で，その時期の水深１０ｍにおける水温が１５℃前後であると報告してい

る。そこで，基準値として１５℃に注目してみると，表面ではＳｔ.lで1991年５月７日に，Ｓｔ､2で同年

５月30日に，Ｓｔ.'およびSt2とも1992年６月２日と1993年５月31日にそれぞれ１５℃を超えている。

水深１０ｍではＳｔ.lおよびSt､2とも，1991年５月30日に，1992年６月２日に，1993年５月31日にそ

れぞれ１５℃を超えている。また15℃を下回るのは，表面ではＳｔ.'で1991年１２月24日，Ｓｔ､2で1992年

１月６日，Ｓｔ.lおよびSt､2とも1992年12月24日，1994年１月５日であった。水深lOmでは，Ｓｔ.'お

よびSt,2とも1992年１月６日と1994年１月５日に，Ｓｔ.'で1992年１２月24日に，Ｓｔ,2で1993年１月６

日にそれぞれ１５℃を下回った。
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水温と年漁獲量の関係富山湾内１７定点平均の水深１０ｍの水温と年漁獲量の関係を求めるため，

５～１１月の水温と年漁獲量の相関関係を調べた（Table４)。その結果，９～１１月の平均水温と年

漁獲量との相関係数が0.787と最も高く,次いで８～10月，８～１１月，８月と９月の順に平均水温

と年漁獲量との相関係数が高かった（いずれもＰ＜0.001)。相関が認められなかった（Ｐ＞0.05）

のは，５月，６月，７月，５月と６月，５～７月および６月と７月の平均水温であった。
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考察

富山県におけるアオリイカ漁獲量の年変動には1983年， 1985年， 1987年， 1990年および1994年

に峰が， 1980年， 1984年， 1986年， 1988年， 1993年および1996年に谷がみられた (Fig.3)。また，

富山湾の水深10mの平均水温の年変動には1981年， 1983年， 1985年， 1987年， 1990年， 1992年，

1994年および1998年に峰が， 1980年， 1982年， 1984年， 1986年， 1988年， 1991年， 1993年， 1996 

年および1999年に谷がみられる (Fig.9)。漁獲量のl峰および谷は，すべて水温のそれらと一致し

ており，このことは漁獲量と水温に相関があることを示唆するものである。実際に 5-11月の湾

内平均水温と年漁獲量の関係を調べたところ (Table4 )，種々の月の平均水温の組み合わせと年

漁獲量には高い相関関係が認められた。

，同画、
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~ ~ ~ ~ ~ ~ n ~ u 
Water temperature (OC) 

Fig.11 Landing of oval squid in relation to the mean water temperature at 10m depth in Toyama Bay in August and September. 

富山湾では 9-12月がアオリイカの盛漁期にあたる (Fig.4)ことから，これらの平均水温の組

み合わせの中で，その年のアオリイカの漁獲量予測を行うには，盛漁期前に情報を得ることがで

きる 8月と 9月の平均水温を使用するのが有効であると考えられる。そこで 8月と 9月の平均

水温と年漁獲量の関係から回帰式を求めた (Fig.l1)。この関係から富山県のアオリイカ漁獲量の

予測が可能となる。 Uetaet al. (1999)は，徳島県海域において，水温，塩分，降水量，海面大気

圧の各環境因子を説明変数とし，海域沿岸の漁獲量を目的変数として重回帰分析を行い，水温と

塩分を説明変数とする漁獲量予測が有効であるとしている。富山湾においても，これらの環境因

子を検討することにより，さらに精度の高い漁獲量予測に発展できる可能性があると考えられる。

また，富山湾の秋期におけるアオリイカ漁獲量は、後に述べるように富山湾以西の産卵量との関

係が深いと考えられることから、それらの海域における水温も検討する必要があろう O

日本沿岸における比較的広い範囲での，アオリイカ漁獲量の年変動を長期にわたって報告して

いる例は少なく，太平洋側では， Ueta et al. (1999)が徳島県の主要8市場での水揚げ量を1984

-1995年の12年間について， 日本海側では京都府海・洋センター (1995)が京都府における漁獲量

を1987-1994年の8年間について報告している。京都府海洋センターではその後の漁獲量も収集
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している(布IEEI氏私信)ことから， 1987-2000年までの14年間の漁独立を知ることができた。富

山湾の漁獲量の年変動とこれらの海域におけるそれらを比較すると，太平i4':j!!l1の徳島県とは相|却

がみられない (p>0.05)が，日本iiff1[[11の京都府とは変動傾向が短めて類似 しており (Fig.12)， 

高い~ 1~lJklが認められた (p<0.01)。このことは， 日本海側の京都府と富山県においては，1司じIf~

を漁獲対象としている可能性を示している。

日本沿岸におけるアオリイカの漁獲11の季節変化は，長崎県五島911!急(i草津ら 1981) ，佐賀県

玄海域(呉儀旧 1991) ，京都府沿岸域(鈴木ら 1983) ，千栄県小淡 (Segawa1987)，徳島県沿

岸域(上回 1992，上回 ・瀬川 1995)などで報告されている。いずれの海域においても春期と

秋期を中心に漁獲され，千葉県小湊や徳島県の播磨灘，紀伊水道では春期に， 五島列島，京都府

沿岸域，徳島県太平洋沿岸て、は秋期により多く漁獲される。富山湾では，秋J引におけるi制止盆が
圧倒的に大きく， 春期のそれは極端に少ない。

2 

1.5 

ig 
z;一一一一
0.5 1-' 

。
19B7 1988 1~ 1m 1 ~ 1 ，m ，m ，. 1~ 1~ 1m 1~ 1m 

Year 
2側JO

Fi呂12Ratio 01' the year landing 01' oval squid 10 the mc‘1Il landing in 1987 10 2000 in Kyoto and Toyama Prcl"eclUfc 

春J~J にi.(~.1並されるアオリイカは成熟群であり，秋JUlのそれは新規加入鮮であることが報告され

ている (内野 1978，道津ら 1981，呉儀回 1991，上回 1992)。生殖l限熟度指数や外套背長の

変化 (Table3， Figs.7 and 8)から Ii1'山湾でも他の海域と同じように，春J切に成熟1fTが，秋JVl
に新規JJIl入1洋が漁獲される ことがわかる。しかし他海域と比較して，春期のI制佐量が極端に小さ

く，アンケー ト調査結巣からは，富山湾ではアオリイカの卯設がほとんど認められないと考えら

れることから，産卵1洋の量は小さいことが推定される。またアンケー ト調査では，能登半島西側

海域での春期の漁獲量が1富山湾のそれを上回っている可能位が高い (Tables1 and 2)ので，産

卵1洋の査も能登半島I回世!Ilifif.域のプJが富山湾より大きい可能性がある。和1旧ら(1995)は，京都府
沿岸域で5-6月に漁獲されるアオリイカは，雌雌とも 5月中旬以前に，さと!該海域より高水jElの

日本湖南西部あるいは九州北方海域て、成熟し，交接 ・ M卵を~f:ìめ，その後交lK . MmJを繰り返し
ながら水温の上昇とともに京'/'，11府沿岸域まで北上してきた群であると推定している。

富山湾における 9月以降の新規加入群の外套背長組成 (Fig.8) をみると，漁期当初jでは1991

- 199351ニとも主i~ 峰型を示すが，その後，多峰型となる傾向がみられた。 これらは，宮山湾に発生
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時期や場所の異なる群が加入していることを示している。富山湾では，この時期は最も水温が高

くなった時期から水温が徐々 に下降する時期にあたっている（Fig.１０)。富山湾以北の新潟県から
北海道南部での漁獲量は小さく，福井県以西の海域では漁獲の峰に春期と秋期の二つがみられる

が，富山湾以北では９～12月の峰になる傾向が認められるとの報告（安達1992）がある。また

鈴木ら（1983）は，秋期に南下する群は，春期に京都府沿岸およびその周辺海域で産卵され，ふ

化・成長した群であるとしている。これらのことから，富山湾の新規加入群は，主として富山湾

より西の海域で産卵され，ふ化した仔稚が水温の上昇期に対馬暖流により，富山湾以北に分布を

広げ，水温の下降期に富山湾に加入してきた群であると考えられる。

1991～1993年の秋期の外套背長組成のモードは，1992年＞1991年＞1993年となる傾向が認めら

れた（Fig.8)。上田（2000）は，アオリイカの成長に及ぼす水温の影響について，ふ化時期およ

び稚仔育成期の水温の高さが，ふ化に要する期間の短縮と成長速度の増大の相乗効果として機能

すると述べている。日本海における1991～1993年の春期から夏期までの表面水温は，1991年の春

期は平年並みからやや低め,夏期はやや低めからやや高めであった(長沼1992)◎1992年の３～７

月は平年並みからやや高め，８月にはやや低めとなったが，９月以降は平年並みとなった（平井

ら1993)。1993年の３～４月には暖冬の影響で,やや高めからかなり高めであったが，５～６月

には平年並みに戻った。８～９月は記録的な冷夏の影響で，かなり低めからはなはだ低めになり，

11月以降にこの傾向が回復した(平井ら1994)。これらの日本海の水温の変動傾向とアオリイカ

のそれぞれの年での外套背長の大きさは，水温が高めの年に外套背長が大きく，また低めの時は

小さいという傾向と一致するようにみえる。また，富山湾西部漁場における夏期の水温の変動

（Fig.10）は，日本海と同様に外套背長の大きさの変動と一致する傾向が認められ，これらの結

果は，上田（2000）の指摘を支持するものである。

海域における水温変化に伴うアオリイカの出現状況については，太平洋側では，千葉県小湊

（Segawal987）と徳島県沿岸域（上田・城1990，上田2000）で，日本海側では京都府沿岸
域（内野1978，鈴木ら1983）と佐賀県玄海域（異儀田1991）で報告されている。千葉県小

湊では，１５℃以下の低水温を避け，冬季には沖合の深部へ移動し，水温が17～１８℃に上昇する春

季には沿岸の浅所へ移動するとされている。冬季の水温が低い徳島県沿岸の播磨灘や紀伊水道で

は水温が14℃以上に上昇する５，６月に成熟したアオリイカが太平洋岸から来遊して産卵を行い，

ふ化した新規発生群は水温の低下する１２月まで産卵場周辺海域に滞留後，ｌ～４月の水温低下時

に水温が１４℃以上ある太平洋岸や紀伊水道南東部の深場に移動することが報告されている。京都

府沿岸域では，春から夏にふ化し，成長したアオリイカは，晩秋から冬季（水深１０ｍで１５℃前後）

に水温の高い日本海西部海域に移動し，春季（水深１０ｍで１５℃前後）に再び来遊するとされてい

る。佐賀県玄海域では,外套背長１５cm以上の大型個体は東シナ海で越冬した後に,沿岸水温が15℃

前後に上昇する４月下旬頃に接岸することが推測されている。

富山湾での1991～1993年の春期の水温（Fig.１０）をみると，1991年と1993年は５月下旬に，１９９２

年は６月上旬に水深lOmの水温が１５℃を超えている。その時の春期のアオリイカの漁獲は，１９９１

年と1993年は５月下旬に，1992年は６月下旬に始まっている（Tnblel）。富山湾の春期のアオリ

イカ漁獲量は1991年を除いて，極めて小さいことから，確実性は低いものの，出現期と水温の関

係には京都府沿岸域と同様な傾向が認められる。富山湾において，秋期以降の漁獲がみられなく
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なるのは，1992年は３月上旬で，1993年は２月中旬である（Tnblel）。この時の水深lOmの水温

は，1992年３月３日で11.2℃（St､1）であり，1993年は２月中旬に観測は行われていないが，２

月３日で12.09℃（St.'）といずれも１５℃をかなり下回っている（Fig.１０)。水深１０ｍの水温が１５℃

を下回る1992年１月下旬，1992年12月下旬から1993年１月上旬および'994年１月上旬には，漁獲

量が激減している価blel）ことから，京都府沿岸域と同様に水温の低下とともに富山湾から姿

を消すものと考えられる。

これらの漁獲量，水温および外套背長組成の年や季節変化並びに生殖腺熟度指数の時期別変化

から考えて，富山湾では，春期に富山湾以西の海域から来遊した成熟したアオリイカが漁獲され

るがその量は小さく，したがって主な産卵場となっていない。春期に主に富山湾以西の海域で産

卵され，ふ化した仔稚がその後，富山湾以北に分布を広げ，水温の下降する時期である秋期にな

って，新規加入群として富山湾に来遊し，大量に漁獲される。本研究によって，富山湾における

アオリイカの来遊時期やその漁期における外套背長および漁獲量の大小には，水温が関係してい

ることが明らかとなった。
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